


このたびは、コンタックス Rxn をお買い上げいただき 
ありびと5ございまず。 

このカメラは、絞り歷先才ート、シャッター歷先才ート、 

プ□グラムオートなどの發出制御機能をちつ、 

マルチモード対応の AE —眼レフカメラでず。 

また、カメラをご自分に合った作動内容にずることびできる 
"カスタム機能"を搭載し、使いやずさを追巧していまず。 

さ6に、スト□ポオートセット機能を備えた当社 TLA スト□ボと 
組み合わせると、カメラでセットしたフィルム感度、絞り値び 
自動的にスト□ボにちセツトされまず。 

ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、 

正しい取り扱いで末永くご愛用ください。 


この取扱説明«の説明内容は、マルチモード対応のプラナー T * 
已 OmmFl .4 ( MM ) 付で行っていますび、他のカールツアイス 
交換レンスを装适した强合ち特に記載びない限り使用方法は同じ 
です。 



この取扱説明おは、図のようにして各部の名称と照5し合わせて 
節むことびでさます。 
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A - 日 . C レバー 


巧度韵をつまみ--- 

盛出補正ダイヤル- 

ドライブモード巧り曾えダイヤル 

測光助り替えレバ- 

ダウンポタン-- 

アッフボタン- 

表示バネル- 

メインスイッチ-- 

シャッターボ タン -一 

茲出チェックボタン -- 

レンズ取りはずしボタン- 


セルフタイマー LED 



パッテ U — 室カバーガイドビン 


SSB のを称 


-アクセヴ U —シュ- 


• 専用スト□ボ連動接点 
タイレクト X 接点 


シャッタースピードダイヤル 
盛出モード巧り碧えレバー 
吊り顆 

レンズ指標 



スク U —ン交換つめ 


おり込みボタン 



















































ス トラップの取り巧けかた(標準装備) 
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アイかジプ F -5 の巧り巧け(標 mi 備) 


図のよラに取0巧けてください。 
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曰巧け.時刻の写し込み . 

アイ ピース シゎッ ター . 

ケープルスイッチソケット . 

がが巧源 ソケット . 

盤ぶたの取りはずし . 

シ サッタ— ス ピードと絞り値の表示について 

被写界ミ榮度について . 

赤が線フイルムお於について . 


カメラ使用上の ま想 . 70 

別売りアクセヴ U — . 71 


仁 0NTAX TLA360 ス h □ボ 
パワーパック P-8/P-8D 
フ3—カシングスクリーン FW タイフ 
フレックスケース巳-4 

主な仕様 . 79 


2 AE □ックの利用 

.3 A • B ’ C 俺お （3 コマ遇続自動な化補正) 


スト□ボ擺 が . 48 

TTL ダイレクト測光による 巧お 

TLA スト□ボ i- ソがのX接点を利用した他のスト□ボによる おを 

を 重骚お 描影 . 54 

セルフタイマー懼お . 已目 


カスタム滿お 


カスタム磯能一お表 . 已8 

カスタム株能のセツトのしかた . 62 
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摄該の早ねか t ) (才ート露お撮彰) 




日; 


2 メインスイッチを Q フィルム感度を 

— ON " にします。 〇 " DX " にセットし 
ます。 


絞り麽巧オート 

( P 3 吕） 


シャツター優巧才ート 
( MM レンズ使用時のみ） （ P 33) 



5 ドライプモード切り替えダ 
イヤルを" S " または"じ’に 
します。 


4 DX フイルムを入れ、先端 
をオレンジ色の—一"マー 
クの位置まで引を出し、そのま 
まスプールの上にのせます。 


プ□グラムオート 
( MM レンズ使用時のみ） （ P 3 已） 
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6 露出モード切り替えレ 
パーを "Av" にします。 




6 露出モード切0替えレ 
バーを "TV にし、レン 
ズの絞0 を 最小絞0 (緑色） 
にセツトします。 




6 露出モード切り曾えレ 
パーを"ドにし、レン 
ズの絞りを嚴ル絞り（緑色） 
にセツトします。 




7 シャッタースピー ドを 
セツトします。ピント 
を合わせて撮影します。 


7 ピントを含わせて撮影 
します。 
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き本操巧 
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レンズの取りがけ/取 0 はずし 



〈レンズの取り付け〉 


まずカメラのボディキャップとレンズの後キャップをそ 
れぞれ回してはずします。次にレンズ側の赤点を力;^ラ 
側のレンズ指標に合わせてはめ込み、時計方向に"力 
チッ"と音がして止まるまで回して取り付けます。 

• レンズを取り巧けるとさは、必ずレンズ測の赤点をカメラ測の 
ホいレンス指幢に合わはてから、はめをんでくだごい。ホ屏を 
指 巧に ちわせ ず 差一込み、レンズを回しながらカメラのマウン 
卜にはめ化むと、レバー 等に お巧な力び加わりカメラの巧 障 や 
被煩の原因になります C 



〈レンズの取りはずし〉 

レンズ取りはずしボタンを押しなが b レンズを反時計方 
向に止まるまで回し、前方に引出してはずします。カメ 
ラか b はずしたレンズにはレンズキャップと後キャップ、 
また力;^ラにはボディキャップをかぶせて保護ずること 
を忘れないで<ださい。 

• レンズ 活 脱の僚、レンズ面やボディ巧部に销れないでくださ 

い。 

• フイルムが入っているが態でレンズを 沼肢 ずるときは、 直射 曰 
光を適けてください。 
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電池の？ M かた 



このカメラはフイルム巻上げ、巻戻し、シャッターなど、 
すべての機福が電池で作動するようになっています。力 
メラは電池が入っていないと作動しません。 


1 カメラ底部のバッテ U —室カバーの固定ネジを硬貨 
などを利用してゆるめ、カバーをはずします。 
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2 臣 VI 」チウム里池 （2 CR 己）をバッテ1」一室内の十一 
表示に従って正しく入れてください。 











3 カメラのバッテ I 」一室カバーガイドピンにバッテ 
リー室カバーの取り巧け穴を含わせ、カバーを元通 
0にかぶせます。そして固定ねじを矢印の方向へ止まる 
まで回して固定してください。 


〈バッテリーチェック〉 

谭池を入れた後、カメラを一度作動させ、表示パネルに 
" a " (パッテ1」一お告マーク）が表示されなければ、覃 
池の谭圧は正常です。 
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〈電池の交換時期 > 

表示パネルに " a " マークが点なしに5、里池交換の時 
期です。；インスイッチを OFF にしてか5力;ラのバッ 
テ U —室カバーを開けて、新しい聖池と交換してくださ 
い。 

• ’’仁3’’マークが点口してからも邮睽はできますが、すみやかに 
お池交換してくださし、逗池容おが使用限界を超えると、表示 
バネルの " a " マークげ点滅または消灯し、カメラは作動し 
なくな0ます。このとさ思搜の写段は正常に写6ないことがあ 
D ます。 

• 渔 池によってはその性圈上、装 茜 時一時的に 霉 圧が あ 下し、 
— a " マークが点灯することがありまず。 辆品巧 池装裔 '後すぐ 
に - C3I ’ マークび表示された 場合、一度 メインスイッチを 
日 FF にし再度日 N にしてください。この操作を行って ‘’ C 3’’ 
マークが消えたらそのままお使いいただけます。 
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〈電池取扱い上のま意> 

• 堪池は、一般に低温になるにしたがって一時的に性能が低下し 
ます。寒を地で使用するときは、カメラを防寒具やな服の內側 
に入れるなどして保溫しなびら使用してください。なお、低温 
のために性能の低下した巧池は、常温に戻ると回懲します。 

• 巧池の十一極が汗や油で巧れていると、接輔不良をおこす原因 
になります。乾いた巧でよく拭いてから使巧してください。 

• 厦期間の旅行などには、予楠の新しい避池を用ちすることをお 
すずめします。 

• 使巧済みの巧池を火の中に捨てたり、充巧、シヨート、分解、 
加がするのはを除ですから絶対にしないでください。 

• 目 VU チウム巧池 （2 CR 己）は巧笔できません。 

• 堪迪は幼席の手の届かないところに巧いてくだごい。 


タインスイツチ 



逗 源の " OFF "、— ON " および " AEL " (AE □ック）の切 " ON " マーク 

り曾えを巧います。 力 X ラの電源び入ります。 


• 誤作動を巧ぐためメインスイッチは、ク1」ックの位 苗に とめて 
ごず用 < ださい。 

OFF ： ホマークが見えないとき 

カメラの里源が切れ、日 FF の状態になっています。カメ 
ラを使わないとさは、不用意にシャッターが切れないよ 
ラにメインスイッチを OFF にしてください。 


" AEL " 7 -ク 

逆光での 撮影 や、動く被写体を一定の蟲出で連続撮影す 
るなど、露出を固定 （ AE □ッ ク）しにいときに使います。 

• 詳しくは P44 をご巧くだごい。 
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フアインダー巧表示おぶび表示夕 はル 



〈ファインダー巧表示> 


マット面 
マイク□プリスム部 
か平スプリット部 


スト□ボマ ーク 


絞0値 

シャッタースピード 


泣出補正表示 
測光 マーク 


フイルムカウンター 


露出マーク 


ファインダー内表おは、次の操作をしたとさに表示され、 まに表示中にダイヤル菁を切0曾えたとさは、表示は要 

16秒間表示したあと自動的に消える省逗設計になって に] 6秒間延長されます。 

し^ます。 


;1 インスイッチを日 N にしたとさ。 

2 インスイッチ日 N の状態で、留出チェックボタン、 
またはシャッターボタン半押しで表示されます。 
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〈ファインダー巧表示 > 

ファインダー巧表示は、絞り、シャッタースピードなど 
が表示される、情報集中ファインダーです。 

シャッタースピード 

シャッタースピードは]/4日日日秒か5 ] 日抄が表示さ 
れ、 "4 日□日’’は]/4日日日中少、"]2己"（ま/] 25す少、"16"" 
は ] 6秒を表します。 


絞り値 

絞り優先オート撮酷 ( Av ) とマニュアル撮影 （ M ) のとさ 
はセットした絞り値を、シャッター優先オート撮影 （ Tv ) 
とプ□グラムオート撮影 （ P ) のとさはシャッタースピー 
ドに応じた絞り値を表示します。 

フィルムカウンター 

フィルムの撮 お 枚数を表示します。また、次のよラな表 
示もします。 

• わルフタイマー時の裙り椅間表示 （10 秒または2秒〜00ま 
で).， 

• A •日 • CIS! 於 （3 コマ連結自動涵お補正）時の作動,愼巧表お。 
• 巧おフィルム終了表ち 


測光 マーク 

測光ち式と AE □ックの表示をします。 

中央重点平均測光の時：’ ‘[]" マークが点灯します。 
スポット測光の時：‘‘ [•]" マークが点灯します。 

中央重点平均測光で AE □ック： て]’’ マークげ点減しま 
す。 

スポット測光で AE □ック： "[•]" マークの中の‘‘♦"び 
点滅します。 - 

盛出補正表示 

盛出補正ダイヤルを’‘日"しソ外の値にすると" +" または 
"一’‘ のマークが点減します。 

スト□ボマーク 

TLA フラッシュシステム使巧時、充電が完了すると’‘ ち" 
マークが点灯します。また TTL 調光が的確に行われたと 
さは絕影樓に2砂間点滅します。 

露出 マーク 

オート誘出モード （ "Av" "Tv" "P" ) ではオート麗出運動 
範囲外の才ーパ‘一"▲"、アンダー" ▼" の表示、‘‘ M" "X" 
モードでは、適正露出’‘美"、才ーパ’一"い〜い…"、アン 
夕’一"•い I を表示します。 



〈表示パネル〉 


バッテリー巧告マーク 


に日、 DX マーク フイルムカウンター.フイルム感度 


丄 


款88 

—— CU W 




■、 


CF 


カスタム機能マーク 


多靈な出マーク 


ISO-DX マーク 

フィルム感度表示にしたとを、あるいはフィルム感度を 
セットするモードのとさに、表示されます。 

• DX □-ドによる自動セツトが遮のとさは、茜に " DX - び表を 
されます。 

バッテリー酱告マーク 

電池の交換時期を表示します。 

を重醒出マーク 

多重涵出モードになっているときに表示します。 


カスタム機能マーク 

カスタム機能をセットするとさに表示します。 

フィルムカウンター/フィルム感度 

フィルムの撮影枚数を表示します。"アップボタン"、また 
は"ダウンボタン’’を巧すと巧している間、フィルム感度 
表示にな0ます。また、次のよラな表示をします。 

• セルフタイマーイ乍が)梭〇時間 
• バルブ播おの播過時間け少） 

• A - B ’ C おお時の做お順巧 
• を垂なおのセット回巧 
• カスタム慷能のたット巧態 
• 报おフィルム路了時の表示 
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視度 m 整のしかた 



このカメラには視度調獲機描が内蔵されています。視度 
謂整つまみを回転させて、ファインダー巧中央の円び 
はっきり見えるように謂壁してください。 

調整範囲は+1〜一 3 D (ディオプター）です。 

• カメラの滿度調驚お描の範面ので視度謂巧ができない場含は、 
別を0のお度簡正レンズ FL タイプをご利巧ください。 

福度迎を症囲び表のよラになります。 



視度補正レンズ 調整お囲 

なし 十 1 D 〜一 3 D 

FL (+ 2) +4 D ——日加 

FL (- 3) - ] 加〜一 5 D 


視度補正レンズ FL タイプは、図のよラに取り付けます。 
(アイカップは、視度補正レンズをつけたまま、取り付け 
ることがでさます。） 


17 



























フイルムの入れかた 



1 靈ぶた□ック解除ボタンを押しながら裏ぶた開放レ 
パーを下へスライドさせ、要ぶたを開けます。 

• フィルムを入れるときは、力^ラの內制に入っている n 亲誰 
シートを必ず取りはずしてください。 
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2 図のよラに、フィルムバト□ーネ先端を斜めにして 
入れます。 


シャツ タ—幕について 

シャツター幕は精密部品ですので絶巧に指で触れたり 
フィルムの先端でついたりしないでくだごい。特に 
フイルムの先端げシャツター溝の上にあるげ態では、 
絶対にシャツターを切らないでください。 


• DX 接点やデータバック用接点は、むやみに轴れたり、巧した 
0しないよ弓にま唐してくださし、 

• フィルムの出し入れは、直が曰光を进けてください t 




















































3 フィルムの先端をオレンジ色の" 一" マークの位窗 
まで引出し、そのままスプールの上にのせます。 
このとき図のよラにフィルムび浮き上びらないよラにし 
てください。 

• フイルムの先が度く化ている堤宮は、そのまま入れず、パト 
□-ネに巻戻しで長さを迴節しでくだごい。 



4 要ぶたを閉め、；>< インスイッチを日 N にしてシャッ 
ターボタンを押します。 

フィルムが目動的に1コマ目まで空送りされ、フィルム 
カウンターは"日 1" になります。 

• 表示バネルのフィルムカウンターび "00" のままで点滅して 
しぶ場 含は、フィルムが正しく送られていません。 巧ぶたを閒 
け、ちう一お入れなおしてください。 

• フィルムカウンターは表をバネルとファインダー内の兩方に 
表巧されます： 
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フイルム威度のをツ h おぶび確認のしも 


フィルム感度のセツトは、 DX コード利用による自動セツ 
卜と任意の感度をセツトする手動セツトの2通りの方法 
が‘あります。セツトしたフィルム感度は表示パネルで確 
認でさます。 

表示パネルに " DX " げ表示されているとさは 、 DX 
コードによる自動セツトになります。 DX コード付き 
のフィルムをご使用になる場合はそのままお使いくだ 
さい。 

" DX " び表示されていないときは、必ずフィルム感度 
を手動でセツトしてください。 
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〈セットのしかた〉 

1 ；><インスイッチを ‘‘ CiN ’’ にして、盛出モード□ック 
解除ボタンを押しなび5、露出モード切り曾えレバー 
を回し、諮出モード指標を"に日"に含わせます。 



• 表をパネルに、フィルム感度び点の表示されます。 













ダウンボタンアップボタン 


2 " アップボタン"または"ダウンボタン"を巧して、 
フイルム感度を " DX " または含わせたい感度値にし 

ます。 


— 6 — 8—] 〇—一已 00 日 一 6400 J 


• —ァッブボタソ’をがすと、巧すごとに1/3设階ずつ巧おが占く 
なごます。 

• ’タウンボタン’’を巧すと、供すごとに1/3巧階ずつ巧度が畦く 
なります。 

• ボタンを巧し統けるとフィルム感度が連続して変化します。 



両方同時に押す 

• —アップボタン’’と—ダウンボタン’’を同時に供して、 " DX " に 
セツトずることちでさます。 
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3 麗出モード切り曾えレノ （一 を盛出モードにしてくだ 
さい。これでセツト完了です。 

• 表示パネルが、フイルムカウンター表示に戻ります。 

•セツトしたフイルム感度は、次にセツトし直すまで記巧されて 
し、ます。 

• 巧化モード切り替えレバーが‘‘ ISO ’’、" CF ~ のとさは I 货おでさ 
ません。 
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感 ぶ£? 


ぐ‘ DX " をセットしたとさ〉 

‘‘□ X ’’にセットしておくと、 DX コード付きのフイルムを 
使うとき、カメラびフイルム感度を自動セットします。 

DX コード付きフイルムは旧0 2已〜已000まで使用で 

き、 " DX " のマークと感度は、フイルムの外箱に表示され 
ています。 

• DX コードのないフイルムは、 IS 日] 00に白粗:セットされま 
す。 














ISO 赖 


〈任意の感度をセットしたとき〉 

DX コードのないフィルムのフィルム感度セットや 、 DX 
表示と異なるフィルム感度に変えたい場合に使います。 

© フィルム感度は6〜6400の節囲で1/3段ごとに 
セツトでさます。 

• 巧を 循をセットすると、 DX コード付きフィルム使用時も手動 
セツトした馆こなります。 



〈フィルム感度の確認〉 

撮影中に、フィルム感度を確認したいときは、"アップボ 
タン’’まには"夕’ウンボタン‘’を押すと、押している間、 
表示パネルに、その時セツトされているフイルム感度が 
表示されます。 
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露出モード切〇替文レバー 



麗出モード切り替えに使用します。 露出モードロック解 

除ボタンを押しなが6露出モード切り替えレバーを回し、 
語出モード指標をそれぞれの位置に含わせてください。 

また、フィルム惑度のわット "iscr 、カスタム槪自防たッ 
卜 " CF " のときにち使用します。 


各顔出モードの詳細は、 P 3 日〜38をこ奖ください。 
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盛ぶデエツクボタン 



インスイッチが ON のとさ、盐出チェックボタンを巧 
すとファインダー内表示が点灯し、緯出を確認すること 
ザでさます。また、シャッターボタンを半押しすること 
でち確認することザでさます。 






















シャッタースピー ドダイヤル 



报おフィルムの盛光時間を調節するをので、 " Tv " (シャツ 
ター 憑 先オート）および" M " (マニュアル 霜 出）のとき 
に使巧します。 

シャツタースピードは、 4 S (4 妙） -4000 (1/4000 
が）の範囲で]段ごとにセツトでさます。 

•シャッター スピードダイトルはクリックの巧窗に止めてご硬用 
くだごし、 
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ドライブモード钥り替えダイヤ J レ 
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撮影目的に応じて次のドライブちードが選べます。 


◎ ドライブモード切り曾えダイヤルを引き上げなび5回 
し、マークを指標に合わせクリックの位置に落し込んで 
ください。 （" BT の場合は上げったままになります。） 

S …1コマ撮影 

カメラのシャッターポタンを巧すごとに1コマ分撮影ご 
れ、次の巻上げび行われて停止します。 

C …連続撮影 

力火ラのシャッターボタンを}甲している間、最离約3コ 
マ/妙の連続撮影びできます。（撮影コマ速度は、シャツ 



タースピードやフイルム感度、データバックの写し込み 
あ Dy なし、使用する電池の状態などによ D 変化しま 

す。） 

のの、の2…セルフタイマー撮影 

2秒または ] 日砂のセルフタイマー撮影になります。 
詳しくは P 已6をご覽くだごい。 


…を重厘出撮影 

多重盈出撮影をするときにセツトします。 
詳しくは P 已4をこ蹈ください。 






















ピントの含ねせかた 



このカメラには フオー カシングスク U— ン FW -1 (水平 
スプリット/マイク□プリズム式）び巧準装備されてい 
ます。 

ピント合わせは、ファインダー中巧の水平スプリツト部、 
マイク□プリズム部、または周辺のマット面で行います。 

巧 フ オーカ シングスクリーンは交換することびでをます。詳しく 
は戶7日をごにくださし、。 

• 権いレンズを使用したときや、离倍军での接写時には、ピント 
びをわせにくくなることびあります。このときは周固のマット 
面でピントを合わせて<ださい,， 



〈水平スプリット部の場合〉 

ファインタ‘一をのぞさながら 距離 I」ングを回して、中央に 
ある上下に分割された儘が一致するよラにします。ピント 
が合っていないとさは、スプリット部の像がズレます。 

〈マイク□プリズム部、またはマット面の場合〉 

距離リングを回して、マイク□プリズム部か周辺のマッ 
卜面の像びはっきり見えるようにします。ピントが合っ 
ていないとさは、マイク□プ U ズム部ではギザギザに、 
マツト面ではボケます。 
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カゾラの原ぶかた 


3 ..手にあまり力を入れず、静か 
にシ トッター ボタンを巧す。 


を写す瞬間、呼吸を止ゆる。 
協をしめてカメラを安定させる。 



ピントが含った美しい写真を撮るためには、力;^ラを 
しっかり棉えることび大切です。ピントが悪い写勇の多 
<は力;^ラぶれが原因です。 
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力;^ラは横位置の他、が況により縦位置で構えますび、 
いずれち自分にあつた姿勢を研究してください。 

建物や木立などを利用して体や力;^ラを支えることち巧 
果的なちまです。 










フイルムのぎ房レ 



很巧フィルムを全部写し終わると、巻上げび止ま0、表 
示 パネル-フィルムカウンター表示の上巧、下巧び交互 
に 点減します。 

1 メインスイッチを日 N のが態で、巻戻し□ック解除 
ボタンを巧しなびら、巻戻しレバーを矢印の方向に 
回してくだごい。フィルムの巻房しび始まります。 

• フィルムカウンターは辣巧表示され、巻戻しが終了するとモー 
ターが保じしカウンターは"〇〇"の点減表をになります。 

• 香戾しが始まったとさは巻展しレノ v ’ 一か b おず手を離してくだ 
さい。巻戻しレバーは目がのに元に戻0ます。 


DX 夕を 


2 モーターが停止し、フィルムカウンターび "00" に 
なったのを確認してか6襄ぶたを開け、フィルムを 
取 D 出してくだごい。 

取 D 出しは直射曰光を避けて <ださい。 

• フィルムの途中からの巻戻しち1、2の;1眞で巧ってくださし、。 
• 巻戻し渡は、がずフィルムを取り出してください。巻戻しを 
は、一度 S ぶたを開けるまで力;ラは作がしません。 
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巧用テクニック 
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度出モードの進が 


撮炭目的や用途に応じて、次の盗出ちードび選べます。 

Av :絞り優先才ート 

あ5かじめ絞りをセットすることにより、被写体の明る 
ごに応じてシャッタースピードを自動的にコント□ール 
し、適正强出を得ます。被写界深度を利用しての摄おに 
適しています。 


Tv : シャツター值先才ート （ MM レンズ装着時のみ) 


あらかじめシャッタースピードをセットすると、被写体 
の明るさに応じて絞りび自動的に選定ごれ、適正な茲出 
の写真び撮れるよラになっています。動さのあるスポー 
ツなどの撮影に適しています。 




P ： プログラムオート （ MM レンズ装着時のみ） 

あ5ひじめプ□グラムされている絞りとシャッタース 
ピードの組合せの中から、被写体の明るさに適した組合 
せをカメラが自動的に選びます。 

發 出を気にする必要びないので作画に専意したり、 
シャッターチャンスに専念できます。 

M : マニュアル度出 

絞りとシャッタースピードを撮影意図や目的に合わせて 
イ壬意にセツトし、撮影する方まです。また意図的に露出 
才ーバーやアンダーにすることも菌単にでさます。 


X :スト□ボ报影 

当な専用スト□ボ連動接点のない、 X 接点のみの饥用ス 
卜□ボを使用するときに、この位匿にします。 

詳しくは、 「TLA スト□ボがの X 接点を利用した他の 
スト□ボによる撮影」 （P 己 3) をご K ください。 

B : バルブ 

長時間感光を必要とする夜間撮影や天体播おを行うとき 
に使用します。 


• AE レンズ装着のときは、 ‘ Tv \ " P ’ で! g がすることはできま 
せん。 " Tv "、— ドにセツトされていても、実陳の通がは ‘ Av " 
で行ね打ます。 

• レンズホ装活のときは、 " TV 、‘ P ‘‘ に iz ツトご打ていても自 
動的に " Av ‘になります。 
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紋〇優先才ート撮影 [AvJ 
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2 絞りをセットし、櫃影します。 

レンズの絞り I 」ングを回して絞りをセットすると、 
絞りに応じた適正シャッタースピードび自動セットされ、 
ファインタ‘一巧に、セットした絞りと自動セットされた 
シャッタースピードび点灯表示します。 

シャッタースピードダイヤルはどの巧畏にセットしてい 
ててちかまいません。 

















































シザッター優巧才ー ト撮影 [Tv] (MMUy 



1 レンズの絞りを緑色の最ル絞りにし、涵出モード切 
り曾えレバーを " Tv " にセットします。 

MM タイプのレンズでは、プ□グラムオート、または 
シャッター優先オート撮影時のセツト位置として絞り 
1」ングの叢小絞りび緑色で表示されています。 



2 シャッタースピードをセットし、撮影します。 

シャッタースピードタ‘イ节ルを回してシャッタース 
ピードをセットすると、シャッタースピードに応じた適 
正絞りび目動セットされ、ファインタ’一内に、セットし 
にシャッタースピードと自動セツトごれた適正絞りび点 
な表示します。 
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絞り値 
設定絞り値- 


〈シャツター度巧才ート （ Tv ) におけるシフトおよび»告） 

シャツタースピード： 点打 (シフト値) 


热り値：点戒 "▲，，点滅 

シャツタースピード： 点打 （セッ ト愼） 较り値：点灯 


開放絞0値 


(I 


▼" 点お 


シャッタースピード：点な（シフト 禮） 

up 国国国国国国国■国国国国国国 I 

絞り値： 点巧 


ンヤツター 
スピード 


16 S 


セットしたシャッタースピード 1/4000 S 

:セットしたシャッタースピードによる制御お團巧 
■ ■■■■: シャッタースピードシフトによる制御お硬の 


:];制御お囲が告領域) 


"Tv" モードの場合、セットしたシャッタースピードで 
は、適正絞り値び絞り範囲外になるとさ、適正露出を得 
るたゆ自動的に違うシャッタースピードにシフトされ、 
常に適正盛出になるよラ調整されます。このとさ 
シャッタースピード表示はシフトした値になります。 
自動シフトしたシャッタースピードは、16秒〜！/ 
4000秒まで連動（制御）します。 


•セットしたシャッタースピードよりち適正シャッタースピード 
が速い場合には絞り表示が点域します。このときは、絞りが最 
小巧りになつているか確記してください。 

• MM レンスを最小絞りとは異なる馈りにセットしたときは、 
セットした絞りと問放の間で絞りが自動セットされます。 


















プログラムオート攝影 [p] 



1 レンズの絞0を緑色の最小絞0にし、謹出亡ード切 
り替えレバーを" P " にセットします。 

Q 撮影します。 

■ 巧る ごによりフ□グラムされた絞りとシャッタースピードの組 
音せが 目 勤 的にたットされ、ファインダー巧に、 自 8 かセットさ 
れた较りとシャツタースピードが点 巧表を されます。 


プ□グラムオート制御図 

( F 1. 4レンズ使用、 1 S 日]日日‘ F ] 巨にセット） 
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シャックースビード ( Sec ,) 


〈プログラムオート制御図〉 

プログラムオートでの絞りと シャッ タースピードの組含 
せは図のよラになっています。 

• レンズの絞りが殷か絞りにセツトされていないときは、制彻拓 
囲げせま<な0ます。 
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才ート露出攝影 （ Av 、 Tv 、 P ) 時のごま意 

〈オート露出撮影時の露出オーバー/アンダー酱告〉 

盛出オーバー酱告 

益 出マーク‘‘ ▲" び点減するときは、盐出才ーパーになり 
ます。被写体び明るすぎますので、絞りを調整し直して、 
がミ肖えるよラにしてくださし、。 

露出アンター酱告 

露出マーク’ ▼" が点滅するときは、晶出アンタ‘一になり 
ます。被写体が暗すざますので、照明を加えて被写体を 
明るくしたり、絞りを変えたりして" ▼" が消えるよラに 
してください。また、専用のスト□ボを使ラと明るくき 
れいな写真が撮れます。 

• 巧化オーバーアンダー g 告時 でも、シャッターボタンを押は 
ば 瓶が できます。 
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〈アクセヴリー使用上のま意〉 

開放 F 値が日.6よ0暗いレンズ、または自動絞りの連動 
しないアクたヴ U —（オートべ□ーズ PC 、 マイク□ス 
コープアタ’プター、接写 U ング7.己 mm 、 U バース U ング 
など）を使巧する場含は次のことにま意してくだごい。 

1ファインダー内の絞り表示は "1.4" に固定されます 
打哺 I 」光磯能は正常に作重力します。 

ぶ " Tv "、" P " での撮君引まできません。 " Av " または" M " 
にして擺おしてくださし、。 







1 爵化モード切り替えレバーを’‘ M " にセツトします。 


2 シャッタースピードと絞りをセットし、撮影します。 

シャッタースピードタ’イヤルを回してシャッタース 
ピードをセツトし、絞りはレンズの絞り U ングでセット 
します。 



ファインタ’一内には、セットしたシャッタースピードと 
絞りび点丹表おごれ、セットした盛出に対し適正露出値 
か5のずれ置を最大+ 2 EV までの霜圃で]/2ステップ 
ごとに表示します。 

表示の例 

盛出才ーバー （2 EV ]；^ 上の場含）； 

露出-才ーバー （1 EV の場含） ： AM 

適正 i 

歲出アンダー （1 .已 EV の場含）： ' い ▼ 

茲出アンダー （2 EV しソ上の場含）：いい ▼ 

シャッタータ‘イヤルまにはレンズの絞 0 U ングを動かし、 
" T " 表示にしてください。 
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バルブ撮影也) 



Q 絞りをセツトし、撮影します。 

シャッターボタンを押している間シャッターび開いて混 
光ごれます。 
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• 力;><ラぶれを防ぐため、云脚で固定するか、ま定した台などに 
巧を、別売0のケーブルスイッチ L を力;>< ラに括続してがをし 
て < ださい。 

• 盛光中、表示パネルのフィルムカウンターはバルブ擺おの経遇 
岡間を 示すタイマー表示に のり 哲わ〇 ます。 表示は’で’ 00~ 
から"9’ 59" (日巧己9巧）までカウントされ、 L ソ報その没り 
返し表示にな0ます。 

• 巧光中は、ファインダー巧表示げすべて消えまず。 























このカメラには中央重点平巧測光とスポット測光の2遇 
りの測光方式があり、測光切り曾えレバーでセットしま 
す。 

谣累ミ棠件や摇影意図により使い分けると、より精度の高 
い効栗的な写真撮影が行えます。 



上面 


底面 


測光感度分布図 


〈中央重点平均測光〉 （□ マーク） 

主にフアインダー画面中央部の被写体の明るさを重点的 
に、かつ周辺部の明るさを加はして測光を行い、雜出値 
をミ見定する方式です。光の変化び激しいところでをよく 
対応しますので、一般の撮影はちちろん、動さの激しい 
ちのでを容易に盛出をずめることがでさます。 
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上面 



〈スポット測光〉（西マーク） 

ファインダー画面中央のほぼマイク□プリズム部分にあ 
にる 被写 f 本の明るさのみを測光して、顯出をずめるち式 
で、ファインダー内中央外側の円巧が測光の範囲です。 
にとえば、逆光の人物や特定の部分にライティングを活 

かした舞台 棍胃ミな ど、 被写体と背景の明るさが極端に違 
ラ場合、 また画面効果を考えて、 特に被写体の一部分だ 
けを測光して撮影したい場合な どは、このスボット測光 

を利用するとされいな写真が撮れます。 
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♦ このカメラは測光巧の時巧により、閒放 F 値び已 .6 より暗いレ 
ンズ梗用時、またはムターや接写アクセヴ1」一（オートべ□一 
ズ PC 、 マイク□スコーフアダプター、オート接写リング 、 U 
バース I 」ング等）を使用して実絞り値が 5.6 より脂くなるとき 
は、スボット測が;を行ラと測光裝差を生じることがあります。 
このようなを件で使用するときは中央重点平均谢光にして描影 
してください。 
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く測光連動節囲> 

表は、絞り、シャッタースピード、 EV 値の相互関係を示すも 
ので、使用レンズの測光連動範囲を表しています。 

たとえば中央重点平均測光時に IS 日 ] 日日のフィルムで F 1 .4 
レンズを使用した場含、絞り表の IS 日]日0の項の “1.4" と 
‘‘16" (プラナー T * 已 0 mm の最ル絞り値は F 1 6です）から斜 
めに延長した線上で垂直線 （ EV 線）と水平線（シャッタース 
ピード値）が交わる点が示す両端の範囲、すなわち EV "r 
から EV ‘‘2〇||が F 1.4 レンズ使用時の測光連動範囲です。 
スポット測光時は測光連動扼囲び EV 己〜2日になりま 
す。 

、‘ ぶ ‘ EV 値とは、晶出計の連動範囲を示す数値で、が 

光の明るさが一定のとをに、フィルムに同一な 
光効果をちえる絞りとシャッタースピード 
の組合せを示すちのです。たとえば、表 
により EV 13 では、 F 16. 1/30砂で 
脚 も F 呂.1/12已砂でも同じ孫光効果 

び得5れることびわかります。 


-レ1巧 

- — 1 . 2M 


跑囲内にをで表示してあるシャッタースピードの16秒から]/40日日秒は、オート經出擺影時にカメラが正常に 
測光を巧ラ飽囲をおします。 

範囲内に色でおしてある部分は、に 0] 日日フイルムで F 1. 4レンズ使用時の測光連動範固を示します。 
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露出の編正 


撮影のとを、主要被写体とその背景に極端な明暗差があ 
るために、そのままでは主要被写化に適正盛出び得5れ 
ない場合、あるいは意控1的に露出オーバー、アンダーの 
写真を撮りたいとをには、なの3通りの盛出補正ち法が 
あります。 


〈1.露出補正ダイヤルの利用〉 

露出モードび TW "、" Tv \ " P "、" M " いずれの場含も通 
苗は强ホ補正ダイヤルを"日’’にセットしておきますが、 
湿出を補正するとをは、盛出補正ダイヤルを回して瑪望 
する補正値を麗出補正指標に含わせてください。 

補正値は十 2 EV 〜一 2 EV までの範旺内で1 /3 EV ごと 
にセットすることがでをます。 

盛出補正ダイヤルを"日’’科外にあわせると、ファイン 
ター内に、補正に含わせて"十"または’‘ 一" マークが点 
滅し補正中であることを表示します。 


巧出モード 

函出補正ずる巧容 

做り远先オート (Av) 

シでッタースピード 

シでッター笛先才ート （Tv) 

絞り 

プ□グラムオート （P) 

絞0とシでッタースピード 


" M " 時は、题出マークが補正値に応じて点灯しますので、 
シャッタースピードダイヤルまたは絞り I 」ングを動かし、 
巧 出マークが’ 今’ になるようにして撮愛してくださし、。 
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留出補正指巧 




撮影終了後は、必ず補正ダイヤルを" 0" に戻してくだ 
さい。 





















逆光撮影などのときは…… 

"+1/3" 〜"+2"の節囲で補正します。 

中央重点平均測光の場合、逆光や明るい空、海をバック 
にした人物、または窓辺の人物などのよラに明るい背 ま 
が漫影画面に占める割をび大きい場合、人物は 巧 化アン 
ダーに なり、シルエット 
のよラに暗くな0ます。. 

このよラなとさは、露出 
を+1/3〜+2の範圃で" 

補正して、 落 出ををく与 
えます。 




暗い背景などのとをは…… 

1/3" 〜"一2"の節囲で捕正します。 



スポットライトに照 b し出された人物などのように、暗 
し、背累が絕影画面に占める割合が大さい場含、中央重点 
平均測光で擺おすると入物は盛出オーバーになり白っぽ 
くなります。このよラな 
ときは、巧化を一1/3〜 

一2の範固で補正して、 

露出を少な<して擺影し 
ます。 
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<2. AE □ックの利用〉 

オート露出櫃影時に、被写体の露出（絞りとシャッター 
スピードの組含は）を記惊する機福です。逆光時での振 
影や動く被写你を一定の盛出で連続撮 S ミするとさなど、 
强ぶを固定したいとさに使います。 

；><インスイッチを" AE し’‘にセットすると、セット時点の 
茲ぶが力;><ラに記憶ごれ、そのままシャッターボタンを 
巧すと背票の変化に関係なく記憶された湿出でシャツ 
ターが切れます。 
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1 意図する楠図のラち、まずま要被写你にファインダー 
の中央部分を向け、；>< インスイッチを " ON "- " AE し" 
に切り替えます。これで强出が固定 （ AEn ック）ごれま 
す。 

特に狭い範囲に盈出を合わせたいとさは、測光切り替え 
レノ（一をスポット測光にして AE n ックしてください。 

• AE □ック中は、ファインダー巧の測光マークび点威に変わり 
ます。 

• AE □ツクのセツトは、ファインタ‘一巧表示が点口していると 
さに巧ってください。 


2 ファインダーを元の意図した褐図に戻して植おしま 
す。 
















• AE □ツク中は、巧ぶぴ記惯され続け、巧度でも同じ巧出値で 
播おできます。ま示は省绍のため ] 目巧經過藥に消灯します。 

• 運拐極お（ドライプモード‘じ’）するときも、あらかじめ被写 
体の明るさを AE □ツクしておけば背巧の変化によるお巧を受 
けずに同じ盛出 I の写巧が渭5れます。 

• このカメラは、シャツタースピードと絞りの組食せで得弓れる 
巧出を記憶する、像画光屋お噫方式を探用しています。柳え 
ば、 " Av ‘のときは、 AE □ツク掛こ絞りを変えるとシャツター 
スピードも追がして変化し、全体の恐出屋を…定に保ちます。 

• AE □ック中に渡出補正ダイヤルを変更ずると、湿出はなのよ 
うにを化します。 


B 出モード 

巧出補正ずる内容 

絞り便先オート ( Av ) 

シャッタースピード 

シャッター麼化オート （ Tv ) 

絞0 

プ□グラムオート CP ) 

絞りとシャッタースビード 



〈3. A • B • C 撮影 （3 コマ連続自動露出補正)〉 

この亡ードにセットすると、自動的にスタンダード、 
オーバー、アンダーと3段階の盛出ノ（ I 」エーシヨンで連 
続儘おがでさます。 

非常に微妙な露出条件のちとでち、巧出ミ夫おに気を取日 
れることなくシャッターを押し続け、チャンスを確実に 
ものにすることびできます。 

•)：<■ A ■ B ■ C : Automatic Bracketin 旨 Control 
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1 A -B - C レバーを動かし、補正幅をセツトすると、 
A •巨 - C 撮影に切り暂わります。 

補正幅は+日 .5 EV 、 + 1 EV の2種類び設定でさます。 

A ■ 巨 • C 愼段は、 シャツ タースピードまたは絞りを コン 
卜□ールして自動露出補正を巧います。 


a 出モード 

コント□—ル内容 

絞り 湿 先オート ( Av ) 

シャッタースピード 


絞り（絞りの制御昭囲を越える 

シャッター あ 先才ート （ Tv ) 

場含はシャッタースピードを自 
動的にコント□ールします。） 

フ□グラムオート（戶） 

シャッタースピード 

マニュアル （ M ) 

シャッタースピード 


• 巧出補正ダイヤルを"日"料外にたットすると、その補正盾を 
空おにした A •日’ C 保がになります。 

• 領睽するごとに測光しなおし、その時の測光植に対して褲左を 
行います。周圓の巧るごの変化によるお巧を受けずに A •日 -C 
播おびしたいときは、あらかじめ AE □ックをしてか b 很巧す 
ることをおすすめします。 

• A. 日 .C 橘おが提了したら、必ず A. 日 -C レバーを‘‘ 0’’ に戻 
してください。 

♦スト□ボを併巧する A •日 • C 雁をはでをまだん。 
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2 ドライブモードを連続撮影"じ’にして、シャッター 
ボタンを巧し続けると、セットした補正幅に従って、 
スタンダード、オーバー、アンタ'—の顚で儘をし、3コマ 
播きさし棒わると止まります。 

ドライブモードをで"にすると]コマごとの A •目 - C 撮 
影になります。 

ドライブモードを "のの” または "&2’‘ にすると、]日秒 
後または2秒後に連続撮影による A •巨 • C 撮駭になりま 
す。 

A •巨 • C 蜡影中は撮影順序をおすたゆ、フィルムカウン 
ターが次のように変化します。 

スタンダード：両方の巧げ点減 
才ーパー :左側の巧のみげ点滅 

アンダー ：ち側のおのみげ点減 




削えば] 8 コマ目か b A ■ 日 - C 擢影を巧った場合はなのよラにな D ます。 



1コマ目 

2コマ目 

3コマ目 

a ソ .後 繰返し） 

補正 ： 

スタンダード 

才ーパー 

アンダー 

スタンダード 



、ょ* 

、、シ 

、_ A ィ 

カウンター： 

- 18 - 

が 

夕 U - 

が 

表示 ： 

左ち点滅 

左側点滅 

ち側点滅 

左ち点減 


• 補正 嗎がカメラの 補正限 巧を越えるときは、 限界巧正 値で佑おごれます。 

• 途中で中止ずるときは、 A’ 目‘仁レバーを’‘ 0" にしてくだごい。 

• A ■日 -C 作動中にメインスイッチを ’’OFF' にしで再度 "ON— にすると、 A •日 ’C 滿おはまた1回目より順に3〕マ分巧われます。 
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ストロボ攝影 


室内や夜間の撮影で、シャッタースピードが1/30秒 iU 
下になるとさは、スト□ボの使用をおすすめします。 
このカメラとコンタックス TLA フラッシュシステムを組 
み含わせると力ラ側でスト□ボ光を自動制御する 
‘‘ TTL ダイレクト測光’’による蜡影が行えます。 

TLA 360ストロボをご使用のときは、必ず「別売アクセ 
ヴ IJ - .‘ C 0 NTAX TLA 360スト□ボ•’」の項 （ P 7 ]) を 
あわせてご瓷ください。 

また、 X 接点のみの;凡用スト□ボをご使用する場合には、 
泣化モード切り曾えレバーを" X "にセツトしてご利用い 
ただけます。 


〈 TTL ダイレクト測光による撮影> 


1 力ラにスト□ボを取り巧け、スト□ボの堪源を入 
れます。 


q スト□ボを " TTL 才ートモード"にセットします。 

充雷が完了するとファインタ‘一内に"ち’’マークが点灯し 
力ラの疆化モードにより次のよラにシャッタースピー 
ドが自動セツトされます。 
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• Av (絞り植巧才ート）のとを 


自然光の測光値 

目 16 セット 
シャツタースピード 

(表示） 

16秒〜]/6日抄 

1/6日秒 

■60" び点灯 

1/目日が〜1/12己抄 

1/日日秒〜1/1巧帮 

‘目日’び蘇]〜’1紀び就] 

1/に己敕〜1/4日日日秒 

1/12曰抄 

‘125’ び点灯 


• Tv (シャツター植先才ート）のとき 


シャッターダイヤル 
のセット 

有巧セット 
シャツタースピード 

读示） 

4抄〜1/12曰砂 

4 巧〜 1/12日おじ’ でツター タイヤルのセツト植のまま） 

1/巧日秒-^1/4日日日が 

1/12曰砂 

’125’ び点口 


• P (プ□グラムオート）のとを 


自然光の測巧植 

自助セット 
シャツタースピード 

(表示） 

] 6秒〜1/6日秒 

]/6日秒 

で日’び点灯 

1/目日巧〜]/12己砂 

1/60砂〜1/1巧お 

0日’が点な〜’12日‘が点打 

1/1巧お〜1/4日日日巧 

1/12日抄 

"12 曰"び点巧 



• M (マニュアル）、 X ( スト□ボ）、日（バルブ）のとを 

♦ ’’M’’ のときはシャッタースビードは目動セットされません。 
必ず1/12已秒し U 下にセットしてください。 

• セットしたシャッタースピードびファインター巧に点な表示さ 
れます。 

♦ "X" のときはシャッタースビードび ] /I2己がにセットされ、 
ファインタ’一内に‘12己"び点な表示されます。 

♦"巨’のときは’’；りしプ拖が‘’になり、ファインダー巧に "buLb" 
が表示されます。 

〇絞りをセットして湿於します。 

a 出モード 絞0 

Av、Tv、 絞りをセットしてくださし、。 

M、 X、日 セットした絞りで巧影されます。 

最ル絞り（緑色）にセットしてください。 

P 自動セットされます。 （F4 : ISO 100) 

明るい時は自動的に絞りこみます。 

• I’Tv" モードのとき絞りは目がセツトされません。スト□ボ瓶 
お時は必ず絞りをセットしてください。 



摇影後、調光が行われたとさはファインダー巧"な’’マー 
クび2秒間点戚します。 

• 描おを、 ’’V ■マークが点滅しない ときはな 出アンダーになりま 
すので、絞りやが 於を巧を 変えて 谣 おしなおしでください。 

• 巧お播お時、 "ち’’ マークが巧 K 渡点巧しても巧おオーバーにな 
ることびあ0ます。スト□ボの取の说明辦記がの播お巧圃で拖 
跋してください。 

• A ■ 巨 • C レバーは必ず’’0’’ にしてください。 

• ドライブモードが’’じ’（連桥牠おモード）の 場を は、スト□ボ 
の性能をご確認の上ご使用ください。 

• フィルム巧度は旧025〜40日に連動します。（なお補正は舍 
みません。） 
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■ 露出モードが " Av "、" Tv "、" P " のとき 

靖図を巧め、少インスイッチを " AEL " にセットします。 
シャッタースピードび、自然光の測光値に□ックされます 
のでスト□ボのち電完了を確認して撮影してくだごい。 


〈ス□ーシンク□撮影〉 


スト□ボ愼影で夕寮や夜景などの情貴を生かした摇影を 
行なラには1/3日秒し U 下のス□ーシンク□撮おび有劾で 
す。 

下 LA スト□ボの下 TL オート亡ードを利用すると簡単な 
操作でス□ーシンク□撮影び巧えます。 
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■ 露出モードが" M " のとさ 

シャッタースピードを]/3日秒け下にセットします。 
絞りを動かして自然光の測光値に露出を含わせ"び点 
口するようにし、スト□ボの充避完了を確認して握影して 
くだごい。 

• ス□-シンク□报がではシャッタースピードび遅<なりますの 
で、力方ラぶれ防止のために： E 脚をご使巧ください。 






〈デイライトシンク□撮影〉 


屋外の愿影時に、たとえば強い曰差しの下や逆光下でその 
まま人物を搔 S ミすると、人物は暗くなりがちです。このよ 
うなとをは、 TLA スト□ボを使って TTL 才ートモードで撮 
度すると人物を背泉百をれいに描写することができます。 


■ 露出モードが " Av "、" Tv " のとき 

スト□ボ巧醒完了後、’‘が点賊した場合は、絞りを絞 
0込んで、"を消して 瓶 影してください。 


■ 匪出モード" P " のとさ 

明るいところでは、自動的に露出が調整されてデイライ 
トシンクロ擴.影になります。 



■ 詔出モードび " M "、 " X "のとき 

" M " の時は、シャッタータ‘イヤルを "12 己’’ L ソ下にセッ 
卜して < ださい。 

絞りを謂變し、ファインタ‘一巧涵出 警告 マークが" V 表 
示になるよラにして撮影します。 


〈露出補正ダイヤルの利用〉 

TTL オート馈影では、スト□ボの発光里はカメラの盛出 
補正夕‘イヤルに運動します。スト□ボ光奎を調壁して効 
果を出したいとさは、强出補正ダイヤルを利用してくだ 
さい。 
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〈後幕シンク□撮影〉 

後萬シンク□は勤をのある被写体をス□ーシンク□撮影 
するとをに効果があります。通常のスト□ボ撮影は、 
シャッターの先幕が走行を終えた直體にスト□ボを発光 
(先霜シンク □) させて撮影します。 


己2 



このカメラと、後轟シンク□機能のある当社スト□ボと 
を組み含わせると、後幫が走行を始める直前にスト□ボ 
を発光（酱語シンク □) させることがでをます。 

スト□ポ光で照5された被写体の後ろに、自然光で照ら 
された被写体の動をが流れるよラに写り、自然な動をを 
表現でをます。 


• 巧た制御は、通巧の スト □ボ播較 (先巧 シンク □) と同様です。 





〈 TLA スト□ポむがの X 接点を利用した他のスト 
ロボによる撮影〉 

盛出亡ード切り督えレバーを"X"にします。 


1 カメラにスト□ボを取付け、盛出ちード切り曾えレ 
パ'一を"X’’にセットします。 

シャッタースピードは、1/12曰秒になります。 

• シャッタースピードタ’イヤルがどの位*:にあってち変わ0ませ 
ん 。 

Q 絞りをセットして撮影します。 

絞りは、使用するスト□ボの取扱説明塞に従ってミ央めて 
<ださい。 

• ダイレクト接点式でない、コードを必普とするスト□ボは、力 
メラ側面のシンク□ターミナルに接続してください。 
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同じ画面に、違ラ種類の被写体、あるいは同じ被写体を 
重ねて写し込むことにより、独特の写真表現がでさます。 

1 ドライブモード切り曽えダイヤルを引定上げて、多 
重盛出モード"@1"にセットします。 

• 表示パネルび、図の表おにな0ます。 

♦ この位巧では、ドライプモード切0替えタイヤルは上がったま 
まになり、夕‘イヤル下部にオレンジ色の擬告表示が現れます。 
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ダウンボタン ー^ 

アップボタン ー"^ 


DX 驾削 


2 " アップボタン"、"ダウンボタン"を押して、多重謡 
出する回数をセットします。 

• ボタンを巧すごとに、日^2 一3一 …一9まで変わり、 
点灯表をにな0ます。 

たとえば、" 3" を表示させると、同じ画面に3圓虛ねてぷ光で 
をます。 




























3 ドライブモード切り曾えダイヤルを料がに戻 
します。 

[表示パネルの表示] 

"を堇露出回数"とび点滅表示になります。 

• ドライブモード切0曾えダイヤルがの位題では帖影で 
さません。 



4シャツターボタンを押して1回目の露光を巧しほす。 


• シトッターボタンを押すと]回目の雜光を巧い、次の巧光のた 
めにシャッターだけびセットされます。 

表示バネルのををな化回数の表示び1回分、减ります。 

5 ご5にシャッターボタンを押して;欠の盛光を行いま 
す。 

• 4と同様にシャッターだけがセットされ、をを茲出回ながさ日 
に1回分、減ります。 

• 嚴渡の巧光を巧うとフィルムが送られて、表示パネルは通常の 
表示にもどります。 
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• 疵おの滝中でメインスイッチを "OFF" にすると、なに"日! \r 
にしたときは、を适巧出の賴きの摘おにな0ます。 

• 拖彩の逮中で多重な出を中止ずる場をは、上記1、2の操作を 
してを重な化回数を" 0" にしてください。 

ドライブモード切り替えダイヤルをから化の位置に房 
すと、フィルムが送られ多 巧な‘ 出び巧了します。 

• 多 ■重巧 化回数をたットしたを、鞭おを開始する前にメインス 
イッチを "OFF" にするとを 重な 化は中止されます。 
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ドライブモード切り曾えダイヤルを"の 2" または 
"の 10" にセツトします。 














ムい。 

セルフタイマーが作動し2秒または]日秒後にシャッ 
ターび 切れます。 

セルフタイマー作動中、表示パネルのフィルムカウン 
ターが、シャッターび切れるまでの残り時間（秒）を示す 
表示になり、カメラ前面のセルフタイマー LE 日び点滅し 
ます。 


セルフタイマー 滿お特 は、= 牌を ご使用ください。 

なおモードを" B— (バルブ）にセットしたときはセルフタイ 
マーは使用でさません。 

オートな出（"冉 V "、 "Tv"、~P") 時は、接 眼部 か b 入る光が測 
光に 巧 ■しないよう、 アイビー スシャッターで 接破部を しゃ間 
してください。 

セルフタイマー作も]中にシャッターボタンを巧すと、カウン 
ターはまた嚴巧に戻り钱り時間をカウントします。 

なの 操作を すると、セルフタイマーの 作が は 途中辭除され ま 
す。 

• メインスイッチを "OFF" にしたとさ。 

-ドライブモードを’ ’C — または’ ’ S’’ に切0曾えたとさ。 

-森が モードを’‘日’’（バルブ）にしたとき。 

• 巻 庚しスイッチを "ON" したとき。 

. 絞り込みボタンを押したとき。 （"Tv、— P ’’ 時は おなごれ ま 
せん。） 
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カスタム供龍 


このカメラには、 P 己9〜目〇の表のように、6項目の"力 
スタム機能"を搭載しています。 

お買い上げ時は、標華的な機能（巧容番号 ’0~)にセット 
してあります。（この取扱説明審では" 0" 状態を基本に 
説明してあります。） 

カスタム機能を変更したい場合は「カスタム機能のセツ 
卜のしかた」 （ P 目 2) をご お <ださい。 


• カスタム機能を変更した場创ま、カメラの操作•手順にごを 祖 
<ださい。 


カスタム煤蘇一 



\ 内容ま号 

鮮設定 

巧更設定 

巧能を号 一 

0 

1 

, —- .... -- J 

1 

S 出チェックポタン、シャッターポタン半 
巧し時の S 出チェック巧能 

なお チてック表示 

巧 出モード 'Av' ‘Tv で‘ のとき、ボタ 
ンを巧している 間 そのとさの 巧 出び固定 
される。（スト□ボ巧 勇 完了時を除く） 

• メインスイッチによる連続 AE □ック 
時は、 速抗 AE □ックび®先される。 

2 

を fiS 出設定方式の切 0 替え 

をを巧 出回数をセットして、を 巧巧 化。 

患 図した多重 巧 出回数を正確に行ラこと 
びでをる。 

ドライブモード切り替えダイヤルを 
‘@1‘ に t ットするだけで、状況に応じて 
必要な回数のを 巧な 化を行 5 ことびでを 
る。※ 

3 

A’B’CJi が巧巧の切 0 皆え 

巧影 順巧び 

スタンダード 

おお 順序び 

才ーパー 

1 


才 ー ノ (― 

スタンダード 

1 


アンダ— 

1 

アン ダー 

4 

巧り込みポタン巧作方をの切 0 替え 

披り込みボタンを押している間絞り込み。 

絞 0 込みボタンを 1 度巧すと絞 0 込み、 

ち 51 度押すと開放になる。 


己9 













内容番号 

脱脱 

巧锁定 

巧能番号 

0 

1 

5 

フイルムま戻し時のフイルム巧り 

フイルムをパト□—ネ巧にすべて舊さ込 
む。 P 

フイルムの巧端をパト□ーネのがに残す。 




巨 

フイルム巧了時の巻房し 

善戻しレパーを操作する。 

呂酱!巻戻し 

CLE 

カスタム巧おの才〜ルリセット 

カスタム緒能 （1 〜 6) のの容をすべて棵準設定’ 0" にする 

• このが態で巧出切り督えレバーをで F ’ L ソがにするとそれまでにセツトしたカスタ 
ム城能の巧容びすベて標準設定‘0’ のが鹿になりますのでま第してください。 
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《•：この機能にセットすると、ドライブ亡 ー ド切り替え 
ダイヤルをにセットするだけで、多重經出撮 
影びできるようになります。状況に応じて必要な回 
数だけを重湿出び行えます。表示パネルに "0" が 
点滅表示されます。 

ドライプ亡ード切〇曽えダイヤルを、 "BT から他 
のモードに変えると、フィルムげ送られ、多重盈出 
が終了します。 

• この衞能を選択しているときは、多重な岀槛彭び終了した6、 
必ずダイヤルをから戻すことを忘れないで<ださい。 




I の G 

DX \ I V ぶ 
_ 因 _ 
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カスタム儀能のセツトのしかた 



1 駐出モード切り替えレバーを、 " CF " にたットしま 
す。 


♦ 表示バネルに " cr が表示され、カスタム磯能セツト状態にな 
0ます。 

2 " ダウンボタン"を巧して、セツトする蝶能の番号を 
選び、表示させます。 

♦ "ダウンボタン"を巧すごとに、磯能の番号が 
1- 一2-一-….‘一6一巳し E 一 1- (しソ下繰返し） 

と変わります。 
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3 " アップボタン"を巧して、内容の番号を選択しま 
す。 

♦ "アップボタン’を押すごとに、‘数字が変わりますので、セット 
する番号にしてくださし、。 

4 留出 f ー ド切り替えレバーを撮影 f ー ドの位置 
(" CF " 切が）に戻します。 

♦ 表示パネルが、通常の表示に戻り " CF ’ は消えます。 

♦ セットした機能をすべて醉おするとさは、上記2、で " CLE " 
を表示させた幾、巧出モード切り曾えレバーを撮おモードの位 
丙 （‘ cr 凹が）に戻してください。 


































その他 


日巧け•時刻の專し込み 


年■巧-曰 曰•巧■年 

[be ID ••日 1 •画 III 一 11 …"" I i 白•'白•日引 

I _ t _ 

。白巧:巧 I 一 I -. M :日••日•日引 

日•時•分 写し込みなし 巧•日•年 

MODEC^> 

SELECT CO：D 
5 口 


蛮ぶたにの窥された才ートデート機構（データバック） 
により、撮影の記録としてフィルムのコマ間隔部分に曰 
付けや時刻を白動的に写し込むことがでさます。 

①モードボタンを巧すごとに年•月•日一日•時•分一’… 
(写し込みなし）一巧•日‘年一日•月-年の順に表示び 
変わりますので、写し込みたい表おに合わせます。 

をシャッターボタンを巧して儘!^すると、表示文宇ち上の 
"― " マークが点滅して、表示び写し込まれにことを示 
します。 

• 曰巧け-時刻は描影画面巧には写し込まれません。 

• 曰けけ表をの上に出る" M " 表示は、月 （ Month ) をおすマー 
クで、写し込みはごれまだん。 


63 

















• 運続播お （ c ) で、フィルム惑度が侶日日41；|下のとをにデータ 
バックを"写し込み’のが態にして报影すると、卷上げ連廣げ 

遅くなります。速くしたいとさには■写し込みなし’ （ - ) 

にしてください。 

• フィルムの画面と画面の間に、曰巧けなどデータの写し込みを 
行った場合、現槪処理作業の段階でホルダー収納のためフィル 
ムを哉断する階、データ写し込み部が切断されたり、また極端 
にな出アンダーのとをや巧ち化おなどで画面の请巧び叫別でき 
ない場含、画面間のデータを画面内の画撒と誤って則断し、腺 
驳画面が扔節されてしまうことがありますので、巧をご宮颖蹈 
います。 

なお、このよラなことを避けるためには、現像が理をおおする 

とき、 フイルムを切斷しないよラ長ききの指示をしてください。 


〈曰付け•時刻の修正〉 

;;1デート亡ードボタンを押して修正する表示を出します。 
をデートたレクトボタンを押して修正する数字を点滅さ 
せます。 

な； デー トたットボタンを押して正しい数字になおしま 
す。（時刻合わせで：び点滅している場含は砂含わせで 
す。時報に合わせてたットボタンを巧すと正確な時刻 
合わせびでさます。） 

ぶ修正び終わった5数字の点減が消えるまでたレクトボ 
タンを巧してください。 



〈データバック用電池の交換〉 

データパック用電池は、長寿命の U チウム電池 (CR2025) 
を採用しているため約 3 〜 4 年間は交換不要です。覃弛げ 
消耗してくると曰付けや時刻の写し込みがうすくなった 
り、液晶表示が正常な表示をしなくな0ます。このとさは 
図のようにして電池を交換してください。 

• テー ト用霉池を交換したときは、必ず日付けと時刻を含わせな 
おしてください。 

デート用窜池 （CR202 日）は、特に幼児の手の属かな 
いところに保管してください。万一霉弛を飲み込んだ 
場合は、直ちに医師とネ目談してください。 





ごースシかッター 



セルフタイマーやケーブルスイッチ L を利用してのオー 
卜撮影 （ Av 、 Tv 、 P の各モード）では、ファインダー接 
眼部から目を離しますので、接眼部から入る光び測光に 
嚴 S をおよぼすことがあります。このような播影では、 
アイピース シャッ ターを利用して接眼部をしゃ開してく 
ださい。 

アイ ピースシャッターレバーを 上にするとし ゃ 開されま 
す。 


ケーブ)レスイッチソケッ 



ケープルスイッチ L やオートべ□ーズを接続する接点で、 
これらアクセサリーからの猩気信号を伝え、シャッター 
を作動させます。 

• ケーブルスイッチソケットには、巿販ごれてぃる一踞の>^力ち 
すケーブルレリーズは取り付けないでくだごし、。 

が嚴の原面になります。 
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が部電源ソケッ 



別売りの外部電源（パワーパック P-8 または P-8D) を 
取0付けるためのソケットです。 

パワーパック P-8 または P-8D の蹲源プラグをここに差 
し込んで使用します。 

• P -8 をご使用のときは、必ず 「別を アクセヴリー"バワーバッ 
ク P -8/ P -8 D ’’」 の項 （ P 74) をご抬くだごい。 

• パワー A ック P -8 または P -8 D む州ま使用しないでください。 
故巧の原因にな0ます。 

• P -8 Dn は接轿できません。 
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裏ぶたの取りはずし 



カメラの票ぶたは、着脱ピンを巧し下げて取外すことが 
でをます。 





































シャッタースピードおよび絞り値は次のように表示され 
ます。 

◎ シャッタースピードの表示は—4000 "(1/4000 秒） 
から "1 目"" （1 目砂）まで表示されます。カメラの麗 
出モードが TW'、"P" のときは絞りに応じた値を]/ 
2段階ごとに、 "Tv"、"M" のときはセットした値を表 

7J\ U cK ^ 〇 

"X"にセットしたときはシャッタースピードは"12己" 
が表示されます。 

"日’’にセットしたときはシャッタースピードは" buLb" 
と表示されます。 

◎ 絞り値は、使用レンズの絞り範囲内で]/2段階ごと 
に値が表示されます。ただし、1/2段のさ5に間で作 
動するとさは近い表示値で示されます。たとえば絞り 
値が F3.3 のとさは "3 .己"と表示されます。 


〈シャッタースピード、絞り値表示〉 


シャツタースピード 巧り植 

Av または P Tv または M をモード 


4000 
2000 
1000 
百00 
2已〇 
12己 
已〇 

30 

15 

8 

4 

2 

1 . 

2 " 

4, 

8 , 

16’ 


2800 
1400 
700 
3已〇 
180 
90 
4己 
20 
10 
已 

3 

0.7 
1"4 
2’8 
己'已 

1 r 


4000 

2000 

1000 

己00 

250 

12己 
60 
30 
15 
8 
4 
2 
T 
2 — 
4, 


32 
22 
16 
11 
8.0 
己.已 
4.0 
2.8 
2.0 
1.4 


27 

19 

13 

9.5 
已.己 
斗己 

3.5 
2.4 
1.7 
1.2 


• 表示の中間で制御されるとをは近い表示値で示します。 
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： OL\Z 



レンズの一般的性質として、ある被写体にピントを合わ 
せたとさ、被写体自身び鮮明に写るだけでなく、その前 
後にを鮮明に写る範囲びあります。この範囲を被写界深 
度といいます。同じレンズでの被写界深度は次のよラに 
変化します。 

の絞りを絞り込むほど被写界深度び深く、開放にするほ 
ど浅くなります。 

を被写体の距離が遠いほど被写界深度び深く、おいほど 
ミ丟くなります。 

：3； ピントを含わせた被写体の後ちに深く、前ちに连くな 
ります。また異なるレンズでは、焦点距離の短いレンズ 
68 ほど深く、焦点距離の長し^レンズほど连くなります。 


被写界深度の具体的な範囲は、個々のレンズの被写界深 
度目盛で確認することができます。例えば已 OmmFl .4 
標準レンズで 2 m の距離にピントを含わせ、絞りを FIS 
にたットした場含は、被写界深度目盛1日に対応する距 
離、すなわち約 1.4 m か5約己 m までピントび含ラこと 
になります。 

〈絞り込みボタン> 

ファインダーは常に絞り開放の化態になっていますび、こ 
のボタンを押すとたットした絞り値まで絞り込まれ（ファ 
インタ’一内は絞り値に応じて暗くなります)、そのげ態の 
被写界深度や背景のぼけ具合を見ることびできます。 

• 絞り込みボタンを巧したままなおの湿該や描發をしても、適正 
擁出は得られません。 

• 巧化モードが " Tv ’’、’ P " のとき絞り込み作動はできません。 




































































赤外線フイルム爆謝こついて 




1露出について 

このカゾラの露出計は、ホ外線フィルムについては測定 
でさません。 

フィルムの説明重に従って茲出値を;夫定してください。 

2赤が線補正マーク 

赤外線フィルム（ホフィルター使用）を使用して赤外線 
撮影する場含は、一般撮影のとさとピントが少しずれま 
すのでそのずれ墨だけ補正が必要になります。レンズに 
はそのための赤外線補正マークが表示されています。ま 
ず、フィルターなしでピント含わせしたあと、フィル 
夕一を取巧け、そのとさの距離呂盛りを補正マークの位 
置までず5して 倦 影します。 

• カラー ホ外 フイルムを 巧用 するとをは、フイルムの 説明 巧に 
がって很もしでくだ ごし、。 
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カタラ便馬上のを意 


• レンズやファインダー接眠部などに□ミ- m コリがある巧合 
は、プ□ワーで吹き飛ばすか、第らかいレンズ刷毛で睹く私 
し、、指紋などびついた場合はむやみに拭かず、巿販のレンズ紙 
などで程くおいてください。またミラー面のゴミやす、コ U は、 
レンズ閣毛で控く化う程度にしてください。 

• 本体の’;ちれを窗とすときは、柔らかい巧などで！式いてくださ 
し、。ベンジンやシンナーなどの谓剤の使用は絶対に使用しない 
でください。 

• お痒•山届やほこりのをい所などでの擺おをは、力;^ラをよく 
制帝してください。娜里は竊實巧原因となり、砂ぼこりなどは 
巧部の 巧 密な構攝に悪お巧を及ぼしまず。 

• 壁い場所（妥の酒巧、直射曰光下の車巧など）に長岡栖慶いて 
おくと、フィルムや巧地の巧能を低下させ、力;^ラにも悪お鸦 
を巧ぼしますので巧函しないでください;:， 

• 藝いところから急に暖かい室内に持ち込むと、レンズやファイ 
ンダーげくちることびあります。しば5 くするとくち0は消え 
ますが、内部に水滴び生じると閣食の原医にもなりますので、 
できるだけ含激な通坦変化は堀けてください。 

• 海外旅行や結檀式など大切な撮影のとをは、前ちって作動の確 
記、テストおおをしてから使用してください。また予摘の電池 
を携行ずることをおずずめしまず。 

•力ラは稍密腾器ですので、落としたり、大きなシヨックをち 
えたりしないでください。 
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シャッター幕について 

シャッター幕は非常に溝い材質ででをています。絕対 
に指で突いたり軸れたり巧いたりしないでくださし、。 
フイルム交換の際はフィルム先端びシャッター幕に軸 
れないよラご注意ください。また、ブ□ワーで吹く際 
は強く吹かないでください。強く吹くと変形や破損の 
恐れびあります。ボンべタイプのブ□ワーは絶対に使 
わないで < ださい。 

マイク □ コンピューターの保譲回巧について 

この力六ラは外部の強力な静電気に対して内部のマイ 
ク□コンピューターを保護するための安全回路を内蔵 
しています。この安全回路の働きにより極めてまれに 
力ラび作動しなくなることびあります。このよラな 
攝をは、メインスイッチを日 FF にし、一旦電池をお出 
して、をラー度入れ直してからご使用ください。 


〈カメラの保管について> 

• 力;^ラは、湿责やほこりのある場所や防虫剤のあるタンス、実 
お室のように覇品を扱うところを避け、風通しの良い所にお憧 
してください。 

• 長期間力;^ラを巧わないときは、逗池を取り出しておきましよ 
ラ。液爲れによる損巧を防ぎます:， 





su 義〇アクセヴ y — 



ガイドナンバー36 ( IS 0100 - 35 mm レンズ画角力 
バー時）の、ク I 」ップオンタイプの TTL 自動謂光方式パ 
ワーズームオートスト□ボです。 

スト□ボオートセット機能を備えていますので、コン 
タックス RXn と組み合わせると、従来の下下 L オートス 
卜□ボの機能に加えてなページよりご紹介する四つの機 
能がご利用いただけます。 



• これらの機能は、カメラ上部のアクセヴ 1」ー シューに 直接 スト 
□ボを取り付けた場含におがいいただけます。 

TLA 延長コードや TLA 増灯システムを利用して、カメラのア 
クセヴリーシューから割[して使巧する時は、スト□ボには自も] 
セットされまだん。 

• スト□ボオートセツト槪能を墙えた当巧 TLA スト□ボはスト 
□ボの取り巧け蝴の接点が5箇所になっています。 


71 





1 オートセツト機能 


巧能 

フイルム感度の 

絞 0 値の 

ストロボ«影モード 

自觀セット 

目 助 セット 

TTL 才ート 

〇 

〇 

列部測光オート 

〇 

X 

7 ニユアル 

〇 

〇 

マルチ発光 

〇 

〇 


〇:カメラ側のセットによりスト□ボにち自動セットし 
ます。（スト□ボ充電完了時） 


X :スト□ボには自動セットされません。 

2 スト□ボの光 a の補正 

"TTL オートスト □ボ摇影’’ 亡ー ドで巧います。 
他の 亡ー ドでは、補正することがでさません。 

• 補正は、一 3 EV 〜十 1 EV の 巧 画で 1/3 ステッブごとに巧え 
ます。 

• スト□ぶの補正は、カメラの 巧岀 補正の櫃を碁 準に して発光里 
を補正します。たと无ば、カメラの 巧化涌 正を‘+!"、スト □ 
ボ測の滴正を—十 r とすると、スト□ボのを光隱は、 +2( EV ) 
にな 0 ます。 
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•スト□ボの表示バネルに補正目盛りび表示さり、マー 
クが点滅します。 

2スト□ボの" ▲" "▼"アツフダウンボタンを巧して 
補正目盛りを蒂望する値にします。 


3再度、 " SEL" ボタンを巧します。 

マークが点灯表示になり、補正のセツトが完 

了です。 



























• スト□ボ表ちバネルの满正目盛りは、スト□ボ側の 補正 S を表 
术しよ9。 

• スト□ボ測の補正 巧び" 0" (補正しない）とさは、8秒盤に補 
正目盛りは消灯します。 

〇 "才ート OFF "、 "才ート ON " 機能 

スト□ボの谭源スイッチを"オート日 FF" にセットした 
とき、スト n ボの壁源が約8日秒で自動的に日 FF になり 
ます。 

またカメラのシャッターポタンを半押しすることで 
"オート ON" になり、スト□ボの充電び開始されます。 
長時間のスト□ボ撮影時、省 遇 効果があります。 

4シユ—ストッパ— 

TLA36 日の"取り付け脚’‘には、スト□ボが不用意に力 
メラか b はずれないようにシューストッパー（抜け防止 
機構）がついています。 

カメラへの取り付け、取り外しの際は必ず"取り付け脚" 
の指標にシュー□ックリングの指標を含わせてか b 行つ 
て < ださい。 



ぶ上記のほかにち多くの特徴を持ったスト□ボですので、 
TLA 3 巨日の取の説明»を併せてごおにな0、を彩なスト□ボ 
備おをお楽しみください。 
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a だ?ーパジク戶•な/戸- SD > 



パワーパック P-8 は、1.己V華3お乾里池4本、または 
].2V 単3おニッケル水素電池4本を使用する外部潭源 
です。寒冷地など、気温の低い場所で、寒さの影經による 
谭池の性能低下を防ぐために、力;ラの外部で壁源を保 
温しなげら撮影するために利用します。 

また、パワーバック P8-D は、1.己V 車]お乾里池4本 
を使用する外部電源です。を墨の撮影時に使用します。 
用途に含わせてご利用<ださい。 
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◎使いかた 

< P -8 の場合> 

にバッテ U —ケースに、表ちに従って華3形電池4本を 
入れ、パワーパック本体に取り付けます。 

• パワーバック本体の切り义をとバッテリーケースび一致ずる向 
をでケースを取0付けてください。向をび挡ラと取0がけられ 
ません。 

をパワーパックをジャケットに入れます。 

這 I J の一 J くックのコード先端のプラグを、力;ラ本体のが 
部罩源ソケットに差し込みます 。雷 源の供給は 、がラ 
本体の 堪 地からパワーパックの 堪 池に切り曾わります。 

• 撮影の際に、バワーパックを防寒頁の巧剧などに入れると、よ 
り裸溫の规栗を封めることびできます。 

• 谭 池を交換するときは、裡領の違ラものや古いものを混ぜたり 
しないで、4本とち同じ 裡 疑の新品 壁 池を同時に巧像してくだ 
さい。 

• パワーパックを長期 档 使用しないとさは、'山池の焉液を防ぐた 
ゆ、バッテ1」ーケースからを油を取りはずしておいてください。 

• 接続コードの取りはずしは、コードを引っばらずにプラク部を 
持って巧ってください。 

P -8 の仕様 

谓成：パワーパック本体、バッテ1」ーケース、 
ジャケット（ストラップ付さ） 

コードの長さ： ] .己 m 










使巧バッテリーと撮影本数 

(24 化姐り、新品巧池使用、当社报お異華による) 


P - 日バッテリー巧類 

巧溫 

總 (-10 で） 

1 .己 V 単 3 巧アルカ U 乾亟池 4 本 

約 11 日本 

約曰日本 

1.2 V 単 3 形ニッケル巧池 4 本 

* 約 200 本 

約 16 日本 


* ニッケル電池はフル巧喔して使用したとき。 

* 単3おマンガン乾巧池は堪池容里ががないためこ使用になれ 
ません。 

く P -8 D の場合> 


P -8 D に同捆されている取扱説明善に従って、電池を装 
慎してください。 


P - 日 D バッテリー種類 

巧溫 

低是（一 1 日で） 

1 .日 V 単 1 形アルカ U 乾電池 4 本 

約己 4 日本 

約 3 日日本 

1.2 V 単]おニッケル 巧 池 4 本 

約 700 本 

約己 70 本 


P -8 D の仕様 

お式；コンタックスカメラの外部電源装置、 

逗源；1.己 V 単]おアルカリ乾電池4本、または、単]お 
ニッケル水素逗池4本（単1おマンガン乾電池は 
巧弛容里が少ないためご使用になれません。） 
コードの長さ：約].己 m 

寸法、質里：14日（幅） X 84 (高さ） X 已8 (奥行き ） mm 
16日 g (電池含まず） 


ぐ フォー カシンクスク y — ン戶 W タイス 



RX 日用のフオーカシングスクリーンは、 FW -1 〜己の己 
種類び用意されてお0、撮影目的や用途に応じて交換す 
ることがでさます。 

フオー カシングスクリーンにはスポット測光範囲を示す 
中央部の0己 mm の円 ( FW-K FW - 2はマイク□プリズ 
ム部外側）が示してあ0ます。 

• フオーカシングスクリーンは离巧度に化上げられておりますの 
で、鞋対に手で軸れないでくだごい。 


FW -1 (水平スプリツト/マイク□プリズム式）…標準 

装備品。一般撮影に適しています。中央のスプ I 」ツト部、 
その外周のマイク□プ1」ズム部、周辺のマツト部の3つ 
の部分でピントを含わせることびでさます。 
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FW -2( コンビネーションマイク n 式） 一般撮影に適し 

ています。中央部と列周部に角度の異なるマイクロプ U 
ズムを組み合わせたスクリーンです。中央部は明るいレ 
ンズを使用したとさに精度よくピント合わせがでさます。 
外周部のマイク□プ U ズムは暗いレンズを使ったときで 
ちかげりにくい為、部率よくピントををわせることがで 
さます。 

FW -3( 全面マツト式）… 全面をマツト状にしたスク U - 
ンです。長焦点レンズなど、比較的脂いレンズを使用す 
るとさや、接写などでマイクロプ U ズム部あるいはスプ 
リツト部ではピントが合わせにくい場合に適しています。 
FW -4 (方眼マツト式）… 全面マツト式に日 mm 間隔の方 
眼を入れたスク U — ンです。特にオートべ□ーズや PC 
ディスタゴンを使用してのアオリ撮敷、あるいは複写な 
ど厳密に構図を決定するとさに適しています。 

FW - 已（ク n ススケール式）… 顕微鏡撮影や高倍率接写の 
時に使用するスク U —ンです。中央が明るい透過式に 
なっており、眼をわずかに左ちに振ってち十字線に対し 
て懷がずれないようにピントを調壁します。また周辺の 
マツト面でもピント合わせが可能です。目盛り線 （ 1 mm 
間隔）を利用して撮影倍率や徹の大ささを知ることがで 
さます。 



〈フオーカシングスクリーンの交換のしかた> 


絮备スク U - ンには、交損用のピンセツトがが貼しています。必 
ずが巧のピンセツトをご使用<ださい。 

• スクリーンの交換は、 フォー カシンクスクリーン FW タイブ敢 
扱説明番に記敝の方法と異な0ます。次のよラにして交換して 
<ださい。 











c し 




1 スクリーンの取りはずし 

まず、レンズを取りはずしてからカメラのスクI」一 
ン交換つめを指の先などで軽く押します。① 

スク IJ ーンび巧ごと下がりますから、静かにおろしてく 
ださい。スクリーンの突起部をスクリーンに付属のピン 
セツトではさんで取り出します。是 
取り出したスクリーンは、ケースの溝に立ててお<と巧 
れや傷をつける/こ、配がありません。 C お 



2 スクリーンの取り付け 

取り付けるスクリーンの突起部をピンセットではさ 
み下げっている枠内に入れます。なに枠の突起部（交換 
つめ）をピンセットでカチッと止まるところまで静かに 
押し上げてくださし、度 

最後に指で軽く押し、確実に入っているか確認してくだ 
さい。 

これで取0付けは終了です。 
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• フォーカシングスク I 」ーンの交換は必ず等用のピンセットを使 
用し、ミラー面、およびスク I 」ーンにおや指紋をつけないよう 
にミち怠してください。 

• スク1」ーンにごみがついたときは、プ□ワーで吹き飛ばすか、 
柔らかいレンズ刷毛で軽<化って<ださい。 

• 取り付けかたび不完全ですと摇穀中にスク I 」ーンがはずれて破 
損したり、レンズの清脱びできなくなることがあります。この 
ときは、再巧的な処西を必要としますので最寄りのサービスス 
テーシヨンにお持ちください。 

• 便わないスク U — ンは、スク I 」ーンケース巧の図解に従って収 
納しておいて < ださい。 
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くフレックスケース C - か 



ケース先端を伸縮させることにより、 Rxn に力ールツア 
イス T * レンズの焦点距離] 3已 mm 政下の単焦点レン 
ズ、およびバリオゾナー40〜 80 mm 、 3己〜 70 mm 、 
28〜8已 mm のズームレンズを装着したまま収納できま 
す。 



型式 


画面サイズ 
レンズマウント 

シャッター型式 

シャッタースピード 


シンク□接点 


セルフタイ7— 
シャツターレリーズ 

巧出制御 


:3已 mm フオーカルプレン式 AE 
一眼レフカメラ 
: 24 X 36 mm 

:コンタックス/ヤシカ MM マウ 
ント 

:縦走行フオーカルプレンシャッ 
夕一 

: 八ん P ...... 1 目 砂〜 1/4 日日日 秒 

Tv 設定……4秒〜1/4日日日秒 
マニュアル’’’巨、 X ( l /12 己秒）、 
4秒〜1/4日日日秒 
: X 接点 （1/1 2己秒似下で同調） 
夕‘イレクト接点、およびシンク 
□夕 一 S ナル付 

:電子式、作動時間2秒、 ] 日秒 
:電子レ I 」ーズ方式、専用ケーブ 
ルスイッチソケット付 
:⑩絞り優先オート③シトッ 
夕一壓先オート淨プ□グラム 
才ート@マこュアル巧出 
@ TTL オートスト□ボぶマ 
ニユアルストロボ 


測光方式 

: TTL 中央重点平均 X スポット測 
光切り督え式 

測光連動節囲 

:中央重点平均測光… EVI 〜2日 


(旧010 0、 F 1.4) スポット測光…… EV 己〜20 

フィルム感度連動範囲： DX コー ドによる自動設定時 

. IS 02 己〜己日日0 


AE □ック 
盛出補正 

マニュアル設定時 

. IS 日目〜目4日日 

:像面が呈記憶ち式 
:+ 2 EV 〜一 2 EV (1/3 ステッ 
プで設定可能） 

A . B.C 機構 

: A •巨 -C レバーの設定による 


盛出補正幅±0.己 EV /±1 EV 
ストロボ調光連動方式： TTL ダイレクト調光方式 
ストロポ同調 ：専用スト□ボの充電完了により 

シャッタースピード自動切り替え 
スト□ボオートセット播能： スト□ポオートセット磯能付き 
当社スト□ボと紹み含わせるこ 


後幕シンクロ 

とにより可能 

:を轟シンク□槪能のある当社ス 
卜□ボと組み合わせることによ 
0可能 
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ファイン ダー 

:ペンタブ U ズム使用のアイレべ 
ル型（□ングアイボイント式） 
•視野率’••…9己％ 

• 倍率 . 日.8倍 

(已日 mm 標準レンズ無限遠、視 
度一 1 D のとさ） 

視度補正 

:視度補正蝶褲内厨、 

補正範囲 +1 D 〜一 3 D 


フオー カシングスクリ ーン； 水平スプリツト-マイク□プリ 


ファインダー巧表示 

ズム式 （ FW -1) を標準装備 
スク U —ン交換可能 ( FW タイ 
プ） 

.•シャッタースピード、絞り値、盛 
出マーク、 A - B - C 表示、绍出補 
正表示、測光マーク、フイルムカ 
ウンター、スト□ボマーク 

表示パネル 

:フイルムカウンター/フイルム 
感度/セルフタイマー残り時間/ 
バルブ経過時間、香重滋出表示、 
カスタム機能表示、バッテ1」一 
巧告マーク 
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フィルム装慎 

:オート□ーデイング式 
フイルムカウンター"日]‘’まで 
の空送り機構付さ 

フィルム普上げ 

:内蔵ターによる自動巻上げ 

フィルム普戻し 

:內蔵夕一による自動卷戻し 
巻戻し終了樓は自動停止、途中 
巻戻し可能 

ドライブモード 

:1コマ、連続、セルフタイマー]0 
秒/ 2砂、多重盈リ 

巻上げ速度 

:連続撮影（で"ド）で最离3 
コス'' 秒 

(新品電池使用、常温、当社撮影 
基準による） 

フイルムカウンター 

:表示パネル、ファインダー内と 
ち自動復元順算式 

アクセサリーシュー 

;ダイレクト X 接点 （ TLA スト □ 
ボ連動接点付） 

カスタム機能 

: ©AE □ツクのち法選が（シャツ 
ターポタン半巧しまたは巧出 
チェツクボタンで AE □ツクす 
る）、 • 多重猩出ち式の選択（ノ~ 
マル/運続)、 




夏ぶた 

データパック 

覃源 


A - B ’ C 报お順序の題お（スタン 

夕’—卜一♦才一 j 又 -►アンター '/ 

オーバースタンダートーアン 
ダー）、 • 絞0込みボタンの作動 
け甲している時のみ絞り込み/ 
プッシュ ON • プッシュ OFF ち 
式)、 • フィルムき戻し時のフィ 
ルム残りの選が（フィルムをすべ 
て巻さ込む/先端をパト□ーネの 
がに残す）、 • フィルム巻戻しち 
式の選択（フィルム終了時巻戻し 
レノ（一を操作すると巻戻す//フィ 
ルム終了時自動巻戻し） 

:委ぶた開放レバーによる開放式、 
着脱可能 

デ— タバック. フィルム確認窓付 
:クオーツ時計内蔵（オートカレ 
ンダー）フィルムコマ間記録式 
写し込み内容…年月曰、曰時分、 
写し込みなし、月日年、日月年 
:日 V U チウム電地 （2 CR 己）1個 
使用 


裏ぶたにデータバック用 U チウ 
ム電池 （ CR 2 日2已 ） 1個使用 

バッテリーチェック：自動チェック式表示パネルに 
表示 

フイルム撮影本数 ： 24枚撮りフィルム約1己0本 

(新 qS リチウム電池 2 CR 己使用、 
常温、当社撮影基準による） 

その他 ：絞り込みボタン、外部®源ソ 

ケット付さ 

寸法 ：]已1 ( 幅 ）X ] 日4.已（高さ）已9 

(與巧さ） mm 

重 ■ :810吕（電池別） 

※仕様•外親の一部を予告な < 変更することびありますのでこ‘了 
承ください。 

本製蟲の機能をフルに活巧していただくためにを、交 
巧レンズ、およびアクセサリー類は当社 K 品のご使用 
をおずずめしまず。コンタックス用として市販されて 
いる他社製晶を使巧して生じた事故や故障について 
は、当社では費任を負いかねる場含びあります。 
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各部のを祿 



シャッター豁一 
フイルム固定軸 I 

DX 接扇- 

フイルム室—— 



—スフ□ケット 

-■スフール 

一-巧ぶた 

篮ぶたを脱ピン 


データバック用接点' 
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